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Adaptation on School of Portuguese Immigrants in France:  





This paper aims at revealing why the Portuguese immigrants in France have been 
generally integrated into French society, despite a tendency of lesser number of them 
completing school education which should be normally considered results of their limited 
adaptation on school. The Portuguese discussed in this paper represent a population group 
comparable in size to that of Muslim immigrants in France who have been migrated mainly 
from the Maghreb countries and struggling to adapt to the society. However, the 
Portuguese immigrants have rarely posed any problems in France to the extent that they 
are invisible and considered an exemplary minority group that has succeeded in 
integrating into French society. 
Then, there is a question whether a main cause of incompletion of school education for 
the Portuguese immigrants is a problem of adapting to school or some other reason, since 
they have been generally adapting to French society. In an attempt to answer this question, 
the paper focuses on French politicians of Portuguese origin as "model immigrants" and, 
through interviews with them to reveal the process of their families' migration, their 
lifestyles and education. 
The majority of first-generation Portuguese immigrants, who arrived massively in 
France in the 1960s to flee from a long period of dictatorship and poverty in Portugal, took 
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to work immediately upon their arrival, often without even completing primary education. 
They attached more value to remunerated work than to education, especially because of 
their wish to go back to Portugal. This shows that the Portuguese immigrants have not had 
a problem of adapting to school but simply they prefer to work in order to earn enough to go 
back to their home country. 
Moreover, the paper discusses how many descendants of Portuguese origin have 
attended school for a longer period today than did their parents and obtained diploma as 
equals to their French peers, a result of integration to French society and of adapting in 
school and obtaining professional qualifications. This integration has become possible 
because the Portuguese immigrants have had opportunities to comprehend how to live in 
French society. The Portuguese immigrants are stereotypically cast in the roles of 
plasterers, housekeepers, and apartment building superintendents, and this paper points 
out that such occupations have allowed them to observe French households at close hand 
and hear many examples of how French success stories are made. 
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1) フランス国立統計経済研究所（INSEE）の 2014 年データによる。「移民」とは外国で外国人として生
まれ，フランスに居住している者をさす。その後，移民でもフランス国籍を取得できるので，すべての
移民が外国籍者というわけではない。本稿でもこの定義に従う。 





















によって異なる対策が取られてこなかったことを批判してきた［池田 2001; 宮島 2006］。だ
が，M.トリバラによれば，社会学的・人口学的な調査の必要性が高まり，1992 年にフランス
国立人口学研究所（INED）の調査によって初めて，移民やその子どもたちの出身が指標とし
て用いられた［Tribalat 1995; Dos Santos 2010: 33］。 
こうした移民の出身国別の指標はフランス国立統計経済研究所（INSEE）でも採用され，
30-49 歳の移民の獲得ディプローム（学位・資格）の水準について出身別に明らかになってい
る。そして INSEE の 1999 年データに基づいて宮島喬［2006］は，学業失敗者ともいうべき
「ディプロームなし」層はトルコ，マグレブ三国，ポルトガルからの移民に目立って高いこと
を指摘している。約 10 年たった 2008 年データでも，トルコおよびポルトガルの出身移民が「デ
ィプロームなし」層に目立って多く，他の出自と比べて学歴が低かった3)。この結果について，


















る社会学的・人類学的研究がある［Hommes and Migrations 1997］。近年はポルトガル系移民
第二世代の研究者による社会学的・人類学的研究も発表されている［De la Barre 1997, 2004; 



















                                                                                                                                                        
スに数年働きに来ている管理職であることが多い［INSEE 2012: 164］。 








I  ポルトガル系移民の特徴 
1  ポルトガル系移民のフランス入国時期と人数 
フランス在住のポルトガル系移民は，スペインやイタリアなど他の南欧諸国出身者が第二次
世界大戦の前から多数存在するのとは異なり，時期的に遅く，1960 年から 1974 年の 15 年間
の短期間に大量にやってきたのが特徴である。 
ポルトガル系移民がフランスへ入国した時期の人数をみると，1962 年に約 5 万人だったが，
1975 年には約 76 万人に急増した［Volovitch-Tavares 1997: 23］。在仏移民人口に占めるポル
トガル系移民の割合は，1962 年に 2.0%，1968 年に 8.8%，1975 年には 16.9%とピークに達し
た。フランス政府は新規移民を停止したが，1973 年に家族の呼び寄せを許可したので，その後















                                                          
4) INSEE, Recensements de la population, 1962-1990，鈴木［2007b: 120，表 6-1］を参照されたい。 
5) INSEE, Recensements de la population, Répartition des immigrés par pays de naissance en 2012. 
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その後，ポルトガルは植民地戦争から撤退し，1974 年 5 月に起こった将校らによる「無血
クーデタ」と民主化によって，人々の出国圧力は収まった。その当時，石油危機による不景気
から，フランス政府の帰国奨励策を利用して帰国する者もいたが，大半のポルトガル系移民は
母国の政治的・社会的・経済的不安定から，帰国を思い止まった［Dos Santos 2010: 207］。こ
うした動向から在仏ポルトガル系移民の人口は1970年代後半以降もほとんど減少しなかった。 
 
3  出身地，フランスの定住地 
大半のポルトガル系移民の出身地は集中しており，ポルトガル北部のミーニョ地方（Minho）
の出身者が非常に多い［鈴木 2007b: 130, 164-167］。この地域の中心であるブラガ（Braga）
はカトリックの巡礼地だが，他に産業もなく貧しいため，出国する若者が続出し，地理的に近
いフランスを目指していった。 
一方，1960 年代のフランスは「繁栄の 30 年」とよばれる経済発展期で，労働力不足から政
                                                          
6) アントニオ・サラザールはコインブラ大学経済学部教授であったが，カルモナ大統領の要請で財務大臣
に就任，1932 年に首相に就任し，それ以来 1970 年に亡くなる数年前まで首相を務めた。 
7) 1960 年代から 1975 年までの間にフランスへやってきたポルトガル出身のフランス市議たちへのアンケ
ート調査によると，10 代後半から 20 代でフランスへやってきた人に，義務教育未満や小学校すら修了
していない者が多く含まれていた［鈴木 2007b: 175-177］。 
8) 非合法に出国する際に，ポルトガル人たちが経験した険しさや困難については鈴木［2007b: 127-132］，
Dos Santos［2010］を参照されたい。 






















4  就業状況―就業率，職種，給与 
一般的に，移民はフランス生まれのフランス人に比べると雇用されにくい状況にある。この




                                                          
9) 例えばポルトガル人によるドキュメンタリー映像には，多くのポルトガル系移民が住んでいたパリ郊外
のシャンピニーのビドンヴィルが解体され，住宅建設など改善策が講じられていった様子が映されてい
る。José Alexandro Cardoso Marques, Champigny sur Tage (documentaire couleur, 28mn), 1987; 
José Alexandro Cardoso Marques, 30 ans après: des Portugais en France (documentaire couleur, 
62mn), 1992. 
10) 当時ミシュランで働いていたポルトガル系移民へのインタヴューより（クレルモンフェラン，2013 年
3 月 13 日）。 
11) ミシュランのミュージアム（L’Aventure Michelin）での展示説明より（クレルモンフェラン市，2013
年 3 月 14 日訪問）。 
12) INSEE, L’activité des immigrés en 2007. «Les natifs du Portugal ont un profil d’activité proche de 
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ば「左官，家政婦，管理人」というステレオタイプがあるほどだ［鈴木 2007b: 139-140］。 
INSEE の統計をもとに，ポルトガル系移民が就いている職種の特徴を 3 点あげてみたい。
                                                                                                                                                        
celui des non-immigrés ». 
13) INSEE, L’activité des immigrés en 2007. «Les natifs du Portugal ont un profil d’activité proche de 
celui des non-immigrés ». 
表 1  25-64 歳の移民の就業率（出身別・性別）［%］ 
 男性 女性 合計 
移民 82 61 71 
EU 域内で生まれた移民 80 69 74 
スペイン 75 57 66 
イタリア 65 55 61 
ポルトガル 85 75 80 
EU 域外で生まれた移民 83 57 69 
アルジェリア 85 52 68 
モロッコ 81 48 64 
チュニジア 77 49 64 
トルコ 81 31 58 
非移民 83 75 78 
［注］INSEE［2012: 181, Tableau 3］より抜粋して作成 











表 2  移民の社会的職業的分類（出自別）［%］ 
 
社会的職業的分類 移民全体 ポルトガル スペイン イタリア アルジェリア モロッコ チュニジア トルコ 
牧畜産農業 1 0 1 1 0 0 0 0 
職人・商人・会社社長 8 8 9 12 7 6 11 14 
上級管理職（カードル）・教員・医
師・弁護士など 13 5 14 17 9 10 12 4 
中間管理職 16 12 20 19 15 15 14 9 
従業員（ホワイトカラー） 29 31 30 25 32 26 24 15 
そのうち，資格をもった従業員 10 7 12 11 10 8 7 6 
そのうち，資格をもたない従業員 19 24 18 14 22 18 17 9 
そのうち，個人に直接サービス
する従業員 11 18 11 8 11 10 10 5 
労働者 33 44 26 26 37 43 39 58 
そのうち熟練工 17 23 16 16 19 19 21 26 
そのうち非熟練工 16 21 10 10 18 24 18 32 
合計 100 100 100 100 100 100 100 100 
人数 2,131,000 355,000 94,000 88,000 241,000 264,000 95,000 92,000 
 






















う指摘がある［宮島 2006: 113］。 
こうしたエスニシティによる雇用格差は， ヨーロッパ 7 か国 13 都市でトルコ系移民を対象
















II  ポルトガル系移民の学校適応――エスニシティ比較 
ポルトガル系移民の大量入国から半世紀近くがたち，今では彼らもリタイア期に入り，その
子どもたちが中心となっている。2001 年時点で，フランスのポルトガル人コミュニティは約






















とくに差が現れる［INSEE 2012: 160］。 
例外的にフランス語圏の植民地出身者には，幼少期に親から母語の他にフランス語で話され
ていた者が多い。例えばアルジェリア出身者は，半数が親からフランス語で話されており，と
くに 18 歳以上のアルジェリア出身者の 60%がフランス語を話したり書いたりすることがよく
できた（移民全体は 38％）。 
これに対して，ポルトガル出身者は 18%，その中でも 18 歳以上の移民は 2%しかフランス語
で親から話されていなかった。つまり大半のポルトガル出身者は母語だけの家庭環境だった［表







った［表 4 参照］。 
                                                          









表 3  移民が子どもの頃に親から話された言語［%］ 




















スペイン，イタリア 2 23 76 29 0 1 99 
ポルトガル <1 18 81 42 0 2 98 
アルジェリア 1 49 49 62 0 48 52 
モロッコ， 
チュニジア 
2 26 72 63 0 21 79 
トルコ <1 6 94 56 0 2 98 
カンボジア， 
ラオス，ヴェトナム
1 15 84 52 0 7 93 
全体 4 25 71 63 3 20 77 
［注］INSEE［2012: 161, Tableau 3.1.3］より抜粋して作成。 
 







［表 4 参照］。 
                                                          
15) ポルトガル出身者とトルコ出身者の過半数（65%，74%）は，フランス到着時のフランス語力につい
て ｢記載がなかった｣［INSEE 2012: 161, Tableau 3.1.3］。その理由は，移住した時点の状況を覚え
ていないか，当時フランス語をほとんど理解できていなかったがその事実を回答しなかった（あるいは
回答したくなかった）のではないかと推測される。 
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表 4  成人になってやってきた移民によるフランス語力［%］ 




















スペイン，イタリア 17 6 36 55 37 8 
ポルトガル 5 4 27 29 57 15 
アルジェリア 60 5 28 73 17 10 
モロッコ， 
チュニジア 
51 4 32 65 19 15 




11 2 45 43 26 29 
全体 38 4 29 61 23 16 











3  ポルトガル系移民に「ディプロームなし」が多い理由 
フランスの学校には小学校から原級留置（落第）があるため，学校へ適応しているか否かが
                                                          
16) 少なくとも親の片方が移民の子ども（フランス生まれ）の場合，フランス語だけを家庭で話す割合は，
ポルトガル出身者 36％，トルコ出身者 8%，移民全体 41%であり，両親ともに移民の場合，親とのフラ
ンス語での会話はさらに減る（それぞれ 14%，2%，17%）［INSEE 2012: 162, Tableau 3.2.1］。 
17) 移民子弟の全体平均が 34%であるのに対して，ポルトガル出身者の 54%，トルコ出身者の 76%が親の





























ためである［Hily and Poinard 1997］。 
INSEE の分析によると，移民家庭全般と対照的な傾向がポルトガル系移民の家庭にはみら
れる［INSEE 2012: 172-173］。主要な 4 点を次にまとめると，第一に，ポルトガル系移民の
親がフランスの学校に期待していなかったことである。第二に，親が子どもにフランスの普通
                                                          
18) フランスで教育を受けた移民は中等教育修了の 18 歳まで就学することが多いのに対して，ポルトガル
で最も長く教育を受けた者でも 14 歳までしか就学していないので，4 年ほど就学期間が短い［INSEE 
2012: 164］。 












4  子ども世代の学校適応 
フランスで生まれた子どもは，フランスで就学してフランス人と同じように中等教育段階を





ロレア終了後 2 年の短期高等教育や，同じく 3 年で学士号以上の高等教育のディプロームを取
得する割合が低かった20)［INSEE 2012: 166, Tableau 3.4.1］。また，18 歳で勉強を止める者
がほとんどで［INSEE 2012: 165, Tableau 3.3.3］，高等教育修了者は少なく，就学期間も短か





えている。さらに，ポルトガルが 1986 年に EC に加盟して以降，ヨーロッパ志向が若者の間で
広まっており，エラスムス・プログラムなどを利用して留学したり，ポルトガルの出自やポル
トガル語をいかして企業で研修したり就職したりする者も増えている［鈴木 2007b: 146-148］。 
フランス育ちのポルトガル系の学生に対する意識調査によれば，低学歴や「ディプロームな
                                                          
19) 移民家庭平均の 49%に対して，非移民家庭では 43%。とくにマグレブ諸国，その他のアフリカ諸国，
アジア，そしてヨーロッパ諸国（ポルトガル以外）の家庭の半数以上が，普通科のバカロレアの取得を
望んでいる［INSEE 2012: 173, Tableau 3.7.1］。 
20) これに対して，マグレブを除くアフリカ諸国や，トルコを除くアジア出身の移民の子どもで学士号以




就く傾向がみられ，親世代との違いが現れた［De la Barre 1997］。 
ド=ラバールによれば，一般的に移民の子どもは，非移民のフランス人の生徒より中学校で
勉強がよくでき，彼らの家庭でも学校を彼らの社会統合の希望として位置づけている。そして，
彼らの学校適応の要因として2点指摘している［De la Barre 2014: 4］。第一に，家庭でフラン
ス語が話されていることである。15年前の研究にすでに，子ども世代はフランスで就学し，フ
ランス語を話す機会が多いため，親との会話もフランス語で交わされていたことが明らかにさ











場合は子どもが，他の若者よりも労働者の仕事に就きやすい［De la Barre 2014: 5］。しかしフ
ランス生まれの子ども全般では父親の職業はあまり影響しておらず，フランス人のように管理

























に含まれるようになりつつある［De la Barre 2014: 8］。 
 




調査はフランスで市議，市長，県議，国会議員を務めている 4 人の政治家に対して，2013 年 3
月および2014年3月にポルトガル系移民が多く住んでいるパリとクレルモン=フェランへ行き，
フランス語でインタヴューを一人当たり 1-2 時間程度行った（表 5 参照）。 
 
表 5  ポルトガル系政治家のプロフィール 




























B 男 仏 公務員→市長 大学
ピュイ=ド=



































ドーム 1964 仏 ― ポ
両親ともポ→仏,
母はポ再取得 ― 貧困 
2014年3月
18日(パリ) 


































1993 年に制定された EU 市民権によってフランス国籍を持たなくても市町村議会選挙の選
挙権および被選挙権が認められた。これによってフランス国籍をもたないポルトガル人でも市
町村議会選挙へ投票したり立候補したりできるようになったが，たとえ市議に選ばれても，市






4 人のプロフィールから 3 つの共通点を指摘したい。第一に，親の片方あるいは両方がポル
トガルからの移民であり，第二にフランス国籍を取得していること，第三にフランスで就学期
間のすべてを学んだことである。 




第 2 点目について，フランス国籍をみな持っているが，その経緯は異なる。A・C 両氏はポ

























業をみると A 氏は技術系労働者，B 氏は公務員で，取得したディプロームも異なっている。両
者の比較は，ポルトガル生まれの子ども世代は父親が非熟練労働者の場合，子どもも BEP を
取得して労働者になる（A 氏）のに対して，フランス生まれの子ども世代は父親の職業の影響
























お わ り に 
本稿ではポルトガル系移民を事例に，親子の間の学校適応や社会統合について分析し，さら
にポルトガル系政治家へのインタヴュー調査をもとに，彼らの学校適応と親世代の影響につい
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